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１２月１５日（火）第１日  午前１０時００分開議 

 出席議員  

     １番  長 坂 実 子     ２番  角 増 正 裕 

     ３番  重 長 英 司     ４番  岡 野 数 正 

     ５番  熊 倉 正 造     ６番  平 川 博 之 

     ７番  酒 永 光 志     ８番  上 本 一 男 

     ９番  花 野 伸 二    １０番  沖 元 大 洋 

    １１番  上 松 英 邦    １２番  山 本 秀 男 

    １３番  胡 子 雅 信    １４番  林   久 光 

    １５番  登 地 靖 徳    １６番  浜 西 金 満 

    １７番  山 本 一 也    １８番  吉 野 伸 康 

 

 欠席議員 

    なし 

 

 本会議に説明のため出席した者の職氏名 

    市長       明岳 周作    副市長      土手 三生 

    教育長      小野藤 訓    総務部長     山本 修司 

    企画部長     奥田 修三    危機管理監    江郷 壱行 

    市民生活部長   山井 法男    福祉保健部長   仁城 靖雄 

    産業部長     泊野 秀三    土木建築部長   廣中 伸孝 

    消防長      丸石 正男    企業局長     木下  隆 

    教育次長     小栗  賢 

 

 本会議に職務のため出席した者の職氏名 

    議会事務局長    矢野 圭一 

    議会事務局次長   奥迫 理香 

 

 議事日程 

  日程第１  諸般の報告 

  日程第２  会議録署名議員の指名 

  日程第３  会期の決定 

  日程第４  市長所信表明 

  日程第５  選挙第２号  選挙管理委員及び補充員の選挙について 

  日程第６  同意第１３号 公平委員会の委員の選任につき同意を求めることにつ 

               いて 

  日程第７  諮問第６号  人権擁護委員候補者の推薦について 

  日程第８  諮問第７号  人権擁護委員候補者の推薦について 

  日程第９  諮問第８号  人権擁護委員候補者の推薦について 
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  日程第１０ 議案第９０号 江田島市分担金等の督促及び延滞金徴収条例等の一部 

               を改正する条例案について 

  日程第１１ 議案第９１号 江田島市認定こども園条例の一部を改正する条例案に 

               ついて 

  日程第１２ 議案第９２号 江田島市公営企業の設置等に関する条例の一部を改正 

               する条例案について 

  日程第１３ 議案第９３号 江田島市火災予防条例の一部を改正する条例案につい 

               て 

  日程第１４ 議案第９４号 令和２年度江田島市一般会計補正予算（第６号） 

  追加日程第１ 議案第１００号 令和２年度江田島市一般会計補正予算（第７号） 

  日程第１５ 議案第９５号 令和２年度江田島市国民健康保険特別会計補正予算 

               （第４号） 

  日程第１６ 議案第９６号 令和２年度江田島市後期高齢者医療特別会計補正予算 

               （第１号） 

  日程第１７ 議案第９７号 令和２年度江田島市介護保険（保険事業勘定）特別会 

               計補正予算（第４号） 

  日程第１８ 議案第９８号 令和２年度江田島市水道事業会計補正予算（第３号） 

  日程第１９ 議案第９９号 令和２年度江田島市下水道事業会計補正予算（第３ 

               号） 
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開会（開議）  午前１０時００分 

 

○議長（吉野伸康君）  皆さん、改めまして、おはようございます。 

 今年も早くも１２月の半ばに入りまして、皆様にとりまして何かと忙しく、気ぜわし

い毎日が続いているとは思いますが、本日は、この議会に議員の皆様、また執行部の皆

様、御苦労さまでございます。 

 また、傍聴者の皆様には、朝早くから傍聴に来られまして、ありがとうございます。 

 今年を振り返ってみますと、今年の最初からコロナウイルスにより、日本を世界を、

本当に困ったものでございます。この感染症は、今でもなお拡大を続けている状況でご

ざいます。広島におきましてもかなり感染者が出、呉、広島市と、大変多く出ておりま

す。どうか皆様もこの感染症には気をつけていただきたいと、このように思います。 

 なお、本日の定例会に際して、報道関係者から、写真、映像の撮影及び録音の申し出

がありましたので、江田島市議会傍聴規則第１４条の規定により、これを許可いたしま

した。 

 ただいまから、令和２年第８回江田島市議会定例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員数は１８名であります。 

 直ちに会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付したとおりでございます。 

 

日程第１  諸般の報告 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１、諸般の報告を行います。 

 明岳市長から報告事項がありますので、これを許します。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  皆様、おはようございます。 

 本日、ここに議員各位の御参集をお願い申し上げ、令和２年第８回江田島市議会を開

会するに当たり、御挨拶を申し上げます。 

 議員各位におかれましては、平素から市政運営に対し、格別の御理解と御協力をいた

だき、深く感謝いたしております。 

 また、早朝より定例会の傍聴にお越しをいただいた皆様に、心から御礼を申し上げま

す。ありがとうございます。 

 さて、早いもので、師走も２週間を過ぎ、令和２年も残すところ２週間余りとなりま

した。新型コロナウイルス感染症は依然として世界各地で猛威を振るっておりまして、

国内においては第３波のただ中にあり、北海道や大阪府など、医療体制が逼迫している

地域も出始め、さらなる感染拡大防止策が打ち出されたところでございます。 

 広島県におきましても、県内全体に感染者数は拡大基調にあり、広島市の感染者の新

規報告数が、既にステージ４に近い状態となっていることから、県及び県内各市町が連

携をし、集中的な対策の強化に努めているところでございます。 

 本市におきましては、１２月５日に３例目となる感染症患者の方の確認がございまし
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た。幸い軽症であり、既に職場復帰されており、濃厚接触者の方も陰性との報告を受け

ております。引き続き、市民の皆様には生活リズムを整える、きちんと食事をとって体

力をつけ、従来からのマスクの着用、手洗いの徹底、３密の回避などの感染対策の徹底

をお願いいたします。 

 私自身も、改めて油断をしない、恐れないという考えをしっかりと皆様と共有し、感

染拡大防止に努めますとともに、国の第３次補正予算を見据えて、社会経済活動との両

立を図るための施策に力を尽くしてまいります。 

 去る１１月１日に告示をされました江田島市長選挙におきまして、私は、無投票での

再選をいただきました。平成２８年１２月市長就任以来、日々懸命に江田島市の課題解

決に向け、４年間駆け抜けてまいりました。この間、市民の皆様を初め、議員の皆様方

の御支援と御協力に対し、深く深く感謝を申し上げるものでございます。ありがとうご

ざいます。 

 新生江田島市も発足から１７年目を迎えております。本市のまちづくりのビジョンを

示します第２次総合計画では、目指すべき都市像を「協働と交流で創りだす『恵み多き

島』えたじま」として、この取り組みを進めているところでございます。私自身がこの

中で大切に思っておりますことが、私と同じく、いえ、それ以上の熱い思いを持って、

ふるさとに心を寄せてくださる市民の皆様や本市との縁を結び、絆を深めてくださる

方々との出会いがございます。こういった皆様との出会いは、私に勇気と力を与えてく

ださいます。 

 本市の縁づくりの大切な取り組みの１つに、ふるさと納税の制度がございます。いず

れの自治体も力を入れておりまして、ときに過剰と思える産品で寄附を募るものもある

ようでございますけれども、私は純粋に本市に思いを寄せていただく、そのお心を宝と

したいとの思いで、ふるさと納税制度を運営いたしております。 

 ２期目就任を控えた折に、私に大きな感動を与えてくれる出会いがございました。平

成２０年の制度開始当初より、毎年本市に多額の寄附をしていただいている方がいらっ

しゃいます。以前から本市にどのような御縁をお持ちの方であろうか気になっていた方

でございます。１２月初旬、本市に寄せていただいたお心に対する感謝の言葉をぜひ直

接お伝えしたいとの思いから、連絡を試みたところ、御本人とお話をすることがかない

ました。「なぜ、毎年、本市にこのような思いを寄せていただいているのでしょうか」

とお尋ねをいたしました。すると、深い御縁がございました。 

 父方、母方、それぞれのおじい様が、旧海軍兵学校にお世話になり、父親も海上自衛

官として赴任され、同氏は幼稚園から小学校４年生までを江田島町の南官舎でお過ごし

であったとのお答えでございました。 

 お話の端々に、本市に対するあふれる愛情を感じることができ、とりわけ「ふるさと

と問われたら、江田島湾の穏やかで美しい海と段々畑の山、そして小学校時代の恩師の

先生を思い出します」とのお言葉には、胸が熱くするものがございました。 

 １０歳で父親の転勤により横須賀市へ転居され、今はこちらに身内の方は誰もいらっ

しゃらないにもかかわらず、ふるさと、そして恩師の先生を大事に思い、寄附をし続け

てくださる。本当にありがたいことであり、と同時に、本市にふるさと納税という形で
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思いを寄せてくださる多くの方々のお心を大切にしなければならないと強く思ったとこ

ろでございます。 

 ふるさと江田島市との縁を、絆を結んでいただいております多くの皆様方の思い、こ

の島で一日一日を慈しみ、暮らす市民の皆様の思い、その思いをしっかりと受けとめた

いと思います。私の心の糧となる「念ずれば 花ひらく」「あれを見よ 深山の桜 咲

きにけり、真心尽くせ 人知らずとも」、この言葉や道歌の教えを心に刻み、これから

も江田島市をいいまちにするため、皆様とともに力を尽くしてまいります。 

 ２期目就任の私の所信につきましては、これより後、お時間をいただき述べさせてい

ただきます。市民の皆様の生活に寄り添いながら、「住む人も、訪れる人も『ワクワク

できる島』えたじま」を目指して、熱意と誠意と創意でもって尽力をしてまいります。

議員各位の一層の御支援と御協力をお願いを申し上げるものでございます。 

 さて、今議会では、本市の重点施策であります、「子育て環境の充実」のための認定

こども園条例の一部を改正する条例案ほか、公共施設の再編整備や売却のための補正予

算などをお願いしております。何とぞ十分な御審議をいただき、議決を賜りますようお

願いを申し上げます。 

 それでは、１１月開会の臨時会以後の市政の主な事柄につきまして、報告させていた

だきます。 

 市政報告書１ページ、１項目め、江田島バス株式会社の経営状況についてでございま

す。 

 令和２年１２月１日付で江田島バス株式会社から、第３３期（令和元年１０月１日か

ら令和２年９月３０日まで）の決算について報告がございましたので、地方自治法第２

４３条の３第２項の規定により別冊のとおり提出をいたします。 

 今期の経営状況について、路線・貸し切りを合わせた収支は、収入が２億１，７６７

万４，０００円、支出が２億３，２７５万３，０００円で、１，５０７万９，０００円

の損失となっております。 

 市民の皆様の大切な公共交通機関として、引き続き、路線バスの効率化や経営改善に

連携して取り組んでまいります。 

 他の項目につきましては、報告書のとおりでございます。 

 以上で、報告を終わらせていただきます。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、市長の報告を終わります。 

 次に、議長報告を行います。 

 地方自治法第２３５条の２第３項の規定による令和２年８月から令和２年１０月まで

に係る例月現金出納検査に対する監査の結果報告が、お手元に配付したとおり提出され

ておりますので、ごらんいただくようお願いいたします。 

 朗読は、省略いたします。 

 以上で、議長報告を終わります。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

 

日程第２  会議録署名議員の指名 
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○議長（吉野伸康君）  日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、議長において５番 熊倉正造議

員、６番 平川博之議員を指名いたします。 

 

日程第３  会期の決定 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第３、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りします。 

 今期定例会の会期は、本日から１２月２５日までの１１日間としたいと思います。 

 これに御異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は１１日間と決定いたしました。 

 

日程第４  市長所信表明 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第４、市長所信表明を行います。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  失礼いたします。 

 市長就任に当たりまして、所信を述べさせていただきます。 

 重ねて申し上げます。 

 本日、令和２年第８回江田島市議会定例会を招集しましたところ、議員各位の御出席

をいただき、開会の運びとなりましたことに対し、感謝とお礼を申し上げます。 

 去る１１月１日に告示されました市長選挙におきまして、無投票当選での再選をいた

だき、引き続き、江田島市長として、市政運営を担うこととなりました。 

 市民の皆様を初め、議員の皆様方の御支援と御協力に、改めて感謝を申し上げます。 

 今後も、人口は減少傾向のまま推移し、令和６年度には、市町村合併による有利な起

債制度が終了することが見込まれております。 

 これからの４年間は、市の経営環境が厳しさを増す中にあって、私たちの子や孫、そ

の先の将来を担う世代のために、持続可能で、明るい未来を描くことが可能な江田島市

を築くという、大変重要なかじ取りが必要となります。 

 このような時期に、市政を担うリーダーに求められる責務は非常に大きいものがある

と痛感をしており、責任の重さと大きさに身が引き締まる思いでございます。 

 それとともに、愛する郷土のため、全力を投じて「住む人も、訪れる人も『ワクワク

できる島』えたじま」づくりに邁進する決意を、新たにしているところでございます。 

 本定例会は、１２月５日、市長再任後、初めての市議会でございますので、冒頭の貴

重なお時間をいただきまして、今後の市政運営につきまして、私の所信の一端を申し上

げたいと存じます。 

 さて、現在の状況を鑑みますに、新型コロナウイルス感染症が世界中で蔓延し、収束
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の気配が見えておりません。 

 市政における喫緊の課題は、こうした状況下における市民の皆様の「暮らしの安心の

確保」と「経済の活力づくり」でございます。 

 まずは、何よりも、このことを最優先の課題として取り組んでまいります。 

 私の第１期の市政を振り返ってみますと、平成３０年７月豪雨による災害、そして令

和となって新型コロナウイルス感染症と、２つの非常事態に見舞われました。 

 これまでの４年間は、市民の皆様に日常の暮らしを取り戻していただくことに心を砕

いた日々であったように思います。 

 しかしながら、私が市長に就任した平成２８年１２月に２万４，６６２人であった本

市の人口は、令和２年１２月には２万２，３９６人と、実に２，２６６人の減少となり

ました。 

 少し長いスパンで振り返りますと、戦後初めての国勢調査が行われた昭和２２年、今

から７３年前の本市の人口は６万３，５６０人でございました。ここをピークに人口は

一貫して減り続けており、近年は、おおむね年間５００人を超えて減少している状況に

あります。 

 人口減少は、地域の将来の持続性を揺るがす根幹的な課題でございます。このため、

豪雨災害や疫病の蔓延という非常事態への対応を図りつつ、人口減少の改善を図り、未

来に向けた基盤を築くため、企業誘致やオリーブ振興などの産業振興、通学定期補助や

病児病後児保育の開始などの子育て支援、え・た・じ・マイレージポイントや健康診査

の受診勧奨などの健康づくり、保育施設、消防庁舎、交流プラザなどの公共施設の再編

整備、江田島市国際交流協会の設立などに取り組んでまいりました。 

 この結果、平成２５年度から実施している市民満足度調査では、満足度ポイントの平

均値が毎年上昇しております。 

 私が市長に就任した年である平成２８年度は５５．２ポイントでございました。本年

度は５６．３ポイントと１．１ポイントアップしております。 

 しかしながら、人口は減少傾向の改善に至ることはできず、また、財政の健全性を図

る指標の１つである経常収支比率は、平成２８年度の９２．６％から、令和元年度は９

８．３％まで悪化いたしました。 

 私の第２期におきましては、第１期のよいところは継続・改善を図り、省みるべきと

ころは省みながら市政運営を図ってまいります。 

 それでは、私の市政運営における、その決意と考え方を申し上げます。 

 私は、市政を運営する基本的な姿勢として、引き続き、「熱意・誠意・創意」を胸に

物事に取り組んでまいります。 

 熱意のないところには何も生まれません。誠実という心がないと信頼は生まれません。

創意を図らないときょうよりあすへと前進することができません。 

 「熱意・誠意・創意」は、人が何かをなし遂げるために欠かせないという考え方は、

第１期から変わっておりません。この思いを持って、「住む人も、訪れる人も『ワクワ

クできる島』えたじま」づくりに引き続き取り組んでまいります。 

 次に、「『ワクワクできる島』えたじま」についてでございます。 



 

－８－ 

 私は、「ワクワクできる島」を、「住む人が元気で、活発に活動し、それが訪れた方

にも伝わり、ともに心が明るく楽しい気持ちになるようなまち」と、その姿を思い描い

ております。 

 こうしたイメージを共有しつつ、議員の皆様、市民の皆様も、地域づくりの主体とし

て一緒になってワクワクできるまちづくりに、それこそ、ワクワクしながら取り組んで

いきたい。このように強く強く念じているところでございます。 

 なお、本市における最大の課題は、やはり人口減少でございます。 

 日本全体が人口減少期を迎え、少子高齢化が進展する中でまちづくりを進めていると

ころでございます。いま一度、地域づくりの本質に立ち返って、人口減少下にあっても

全ての市民が夢を持ち、生きがいを感じることができるまちを目指すことが重要と考え

ます。 

 第１期の所信表明でも申し上げたとおり、人口減少は生まれてくる子供より亡くなる

方の数が多いこと、市内へ転入される方より就職などを契機として市外へ転出される方

が多いことにより生じるものでございます。 

 このため、引き続き、市内へ「しごと」を創り出すこと、若い世代の方が子育てしや

すい環境をつくること、健康寿命を延ばすこと、この３つを、これからも江田島市の重

要なテーマとして、まちづくりを進めてまいりたいと考えております。 

 次に、今後の主な取り組み項目でございます。 

 １つ目として、「災害に強いまちづくり」でございます。 

 平成３０年７月豪雨の教訓を生かし、災害に強いまちづくりを進めるとともに、新型

コロナウイルス感染症への対策に力を尽くしてまいります。 

 ２つ目として、「新ホテルの関連事業」でございます。 

 長瀬海岸周辺に建設中の新ホテルの整備にあわせ、駐車場の整備、旧能美海上ロッジ

の解体など、周辺環境の充実を図ってまいります。 

 ３つ目として、「市の魅力アップに向けた取組」でございます。 

 「えたじま ものがたり 博覧会」の実施など、観光戦略チーム「一歩」が中心とな

った体験型観光コンテンツの開発に取り組んでまいります。 

 また、協働のまちづくり地域提案型活動支援補助金などによる、市民が主体となって

取り組むまちづくり活動の促進や、本市の広報大使であるＳＴＵ４８の矢野帆夏さんの

御協力を得た本市のＰＲ活動にも取り組んでまいります。 

 ４つ目として、「公共施設の再編整備」でございます。 

 地元のまちづくり協議会等と協議を進め、まちづくりの活動拠点としての施設整備を

進めてまいります。 

 ５つ目として、「遊休施設の処分・活用」でございます。 

 統廃合等により未利用となっている市有地や施設への企業誘致、処分・活用に努めて

まいります。 

 なお、本件に関連いたしまして、東京都に本社のあるバレットグループ株式会社の開

発部門が、本市の能美市民センターに進出することが決定いたしました。 

 大手ＩＴ企業の進出は、本市にとって初めてのことでございます。 



 

－９－ 

 バレットグループ株式会社の小方厚社長は、進出発表の際に、地元人材の採用や、自

社の技術を活用した地域貢献にも積極的に取り組みたいと語っていただいております。 

 バレットグループ株式会社は、地域の未来をともに描いていく仲間として、暖かくお

迎えするとともに、例えば、教育分野や産業振興分野などにおける連携や、企業誘致の

ＰＲ活動への協力などについても、同社と協議・検討していきたいと考えております。 

 ６つ目として、「地域振興施設の整備」でございます。 

 本市の農水産物や加工品などの販売促進や交流の場として、呉農業協同組合を初めと

する、江田島市６次産業化・地産地消推進協議会のメンバーの皆様の御協力のもと、地

域振興施設の整備を進めてまいります。 

 なお、取り組みを推進する際には、人員と財源という経営資源を投下する必要がござ

います。 

 市職員の削減や人口減少に伴う市税の減少などにより、経営資源の縮小が見込まれる

中で、財政の健全化を図りつつ、まちづくりを推進するには、効果の高い取り組みに注

力し、効果が小さい取り組みへの投資は圧縮・廃止をしていく必要がございます。 

 市政運営の持続性を確保するために、痛みを伴う改革について御理解を賜る必要も生

じてくるやもしれません。 

 「『ワクワクする島』えたじま」の実現を推進するため、限りある経営資源を捻出し、

適正配分を行う行財政改革、そして、将来のまちづくりに自覚と誇りを持って行政経営

を行う職員の育成を図りつつ、私自身が強い決意を持ち、強力に、これらに取り組んで

まいります。 

 私は、このふるさと江田島市を心から愛しております。 

 先人がつくり上げてきてくれた今の江田島市、我々を育んでくれた自然や伝統、文化

など、豊かな個性を再発見し、市民の皆様に誇りを持っていただける江田島市を築き、

ともに歩むことが市長の使命であると考えております。 

 我々が愛するこの江田島市の豊かさを、次の世代に託すことができるよう、全力を尽

くしてまいります。 

 以上、市政運営につきまして、私の所信を申し述べさせていただきました。 

 議員各位並びに市民の皆様におかれましては、私の江田島市に対する思いをお酌み取

りいただき、これまで同様に、市政運営に関しまして格段の御理解と御協力を賜ります

よう重ねてお願い申し上げ、第２期の江田島市長就任の所信表明とさせていただきます。

ありがとうございました。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、市長所信表明を終わります。 

 

日程第５  選挙第２号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第５、選挙第２号 選挙管理委員及び補充員の選挙につ

いてを行います。 

 選挙の方法は、選挙と議長の指名推選の方法がありますが、いかがいたしましょうか。 

（「議長の指名推選」の声あり） 



 

－１０－ 

 お諮りします。 

 ただいま議長による指名推選の声がありましたので、選挙の方法については、地方自

治法第１１８条の第２項の規定により、指名推選にしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、選挙の方法は、指名推選によることに決定いたしました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

                           （休憩 １０時３１分） 

                           （再開 １０時３２分） 

○議長（吉野伸康君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 選挙管理委員には、加川英也君、御堂岡勝敏君、米田俊二君、峯本睦子君、以上の方

を議長が指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま指名しました方を、選挙管理委員の当選人と定めることに御異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名しました、加川英也君、御堂岡勝敏君、米田俊二君、峯本睦子

君、以上の方が、選挙管理委員に当選されました。 

 次に、選挙管理委員補充員には、野中千代子君、新宮茂樹君、長原成人君、藤本真砂

子君、以上の方を議長が指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま指名しました方を、選挙管理委員補充員の当選人と定めることに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名しました、野中千代子君、新宮茂樹君、長原成人君、藤本真砂

子君、以上の方が、選挙管理委員補充員に当選されました。 

 次に、補充員の順序についてお諮りします。 

 補充の順序は、ただいま議長が指名しました順序にしたいと思いますが、御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、補充の順序は、ただいま議長が指名した順序に決定しました。 

 

日程第６  同意第１３号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第６、同意第１３号 公平委員会の委員の選任につき同



 

－１１－ 

意を求めることについてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました同意第１３号 公平委員会の委員の

選任につき同意を求めることについてでございます。 

 令和２年１２月１５日で任期が満了となる川・博文さんの後任として黒神憲二さんを

江田島市公平委員会の委員に選任したいので、地方公務員法第９条の２第２項の規定に

よりまして議会の同意を求めるものでございます。 

 黒神さんは、人格が高潔で、地方自治の本旨及び民主的で能率的な事務の処理に理解

があり、人事行政に関し、識見を有する方でございます。御同意を賜りますよう、何と

ぞよろしくお願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 本案は、こと人事に関することでありますので、討論を省略し、直ちに起立により採

決に入ります。 

 本案は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案はこれに同意することに決定しました。 

 

日程第７  諮問第６号 ～ 日程第９  諮問第８号 

 

○議長（吉野伸康君）  この際、日程第７、諮問第６号から日程第９、諮問第８号 

人権擁護委員候補者の推薦についてまでの３案を一括議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま一括上程されました諮問第６号から諮問第８号まで

の人権擁護委員候補者の推薦についてでございます。 

 岡田紀代子さん、藤信敦子さん及び長坂知春さんを、それぞれ人権擁護委員の候補者

として推薦をしたいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定によりまして、議会の意

見を求めるものでございます。 

 これらの方々は、人格・識見が高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解

のある方でございます。 

 以上、３件の諮問でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 



 

－１２－ 

 これより質疑を行います。 

 本３案に対する質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本３案は、こと人事に関することでありますので、討論を省略し、直ちに起立により

採決に入ります。 

 初めに、諮問第６号についてお諮りいたします。 

 人権擁護委員候補者として岡田紀代子君を適任とすることに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、岡田紀代子君を適任とすることに決定いたしました。 

 次に、諮問第７号についてお諮りいたします。 

 人権擁護委員候補者として藤信敦子君を適任とすることに賛成の諸君の起立を求めま

す。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、藤信敦子君を適任とすることに決定いたしました。 

 次に、諮問第８号についてお諮りいたします。 

 人権擁護委員候補者として長坂知春君を適任とすることに賛成の諸君の起立を求めま

す。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、長坂知春君を適任とすることに決定いたしました。 

 

日程第１０  議案第９０号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１０、議案第９０号 江田島市分担金等の督促及び延

滞金徴収条例等の一部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第９０号 江田島市分担金等の

督促及び延滞金徴収条例等の一部を改正する条例案についてでございます。 

 地方税法の一部改正に伴いまして、現行条例の一部を改正する必要がありますので、

地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、議会の議決を求めるものでござ

います。 

 内容につきましては、市民生活部長から説明をいたします。よろしくお願いいたしま

す。 



 

－１３－ 

○議長（吉野伸康君）  山井市民生活部長。 

○市民生活部長（山井法男君）  それでは、議案第９０号について説明いたします。 

 議案書１３ページ、１４ページが改正条文、１５ページ、１６ページが新旧対照表、

１７ページに参考資料として説明資料を添付しております。 

 １７ページの参考資料により改正内容について説明いたします。 

 まず、１、改正の趣旨について、地方税法の一部改正に伴い、関係条例において所要

の規定の整理をするものです。 

 ２、改正する条例として、１つ目に、江田島市分担金等の督促及び延滞金徴収条例。

２つ目に、江田島市介護保険条例。３つ目に、江田島市後期高齢者医療に関する条例。 

 以上、３つの条例を改正します。 

 ３、改正の内容です。法の一部改正により、税の延滞金の割合について特例を定めて

いる特例基準割合が細分化され、適用対象に応じて定義されました。市の条例において

用いている特例基準割合については、改正後の法では、延滞金特例基準割合と名称が変

更され、延滞金特例基準割合の計算の前提となる割合が、新たに平均貸付割合と規定さ

れました。これにより、延滞金の割合の特例として、特例基準割合を用いている関係条

例について字句の整理を行います。 

 なお、このたびの条例改正による延滞金の割合の変更はありません。 

 その下、参考として、延滞金特例基準割合について説明します。 

 平均貸付割合とは、各年の前々年の９月から前年の８月までの各月における銀行の新

規の短期貸出約定平均利率の合計を１２で除して得た割合として財務大臣が告示する割

合、令和３年は０．５％で、これに年１％の割合を加算した割合のことを延滞金特例基

準割合といいます。これにより、令和３年の延滞金特例基準割合は１．５％となります。 

 続いて、４、施行期日等です。 

 （１）施行期日は、令和３年１月１日とします。 

 （２）経過措置として、改正後の規定は、令和３年１月１日以降の期間に対応する延

滞金について適用し、同日前の期間に対応する延滞金については、なお従前の例による

としております。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 



 

－１４－ 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１１  議案第９１号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１１、議案第９１号 江田島市認定こども園条例の一

部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第９１号 江田島市認定こども

園条例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 切串保育園及び三高保育園を認定こども園とするため、現行条例の一部を改正する必

要がありますので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、議会の議決

を求めるものでございます。 

 内容につきましては、福祉保健部長から説明をいたします。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（吉野伸康君）  仁城福祉保健部長。 

○福祉保健部長（仁城靖雄君）  それでは、議案第９１号につきまして御説明をいた

します。 

 議案書１９ページから２０ページに改正条文を、２１ページから２３ページに新旧対

照表を添付しております。 

 新旧対照表によりまして御説明をいたしますので、２１ページをお願いをいたします。 

 右の欄が現行条例、左の欄が改正案でございます。改正をいたします部分につきまし

ては、下線部分でございます。 

 市では、子ども・子育て支援事業計画に基づきまして、保育施設の整備や保育サービ

スの充実を図ってまいりました。この計画によりまして、３歳以上の１号認定者が近所

の保育園に入園できないことが課題となっており、基本施策におきまして、保育園の認

定こども園化を重点取り組みとしております。そのため、本市の２つある保育園を廃止

し、全てを認定こども園に移行することで、保育サービスの充実を図ろうとするもので

ございます。 

 新旧対照表の第２条でございます。 



 

－１５－ 

 名称及び位置に切串保育園から移行する認定こども園きりくし、三高保育園から移行

する認定こども園みたかを追加するものでございます。 

 第７条の保育料等では、第２項におきまして、本市の保育施設が認定こども園のみと

なることから、各号を削り、整理するものでございます。 

 次に、このページの一番下の部分、この附則による改正でございまして、３つの条例

改正を行うものでございます。 

 １つ目は、市長の附属機関の設置に関する条例の一部改正でございます。 

 次のページ、２２ページをお願いをいたします。 

 内容は、別表にございます附属機関のうち、保育園運営検討委員会を削るものでござ

います。 

 ２つ目は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正でございます。 

 内容は、別表第２の事務におきまして、保育園がなくなることに伴います字句の修正

でございます。 

 ３つ目は、下段にございます江田島市保育施設給食センター設置及び管理条例の一部

改正でございます。 

 次のページ、２３ページをお願いをいたします。 

 内容は、第５条委員で、運営委員会の委員におきまして、保育園がなくなることに伴

い、１号の保育園長及び３号の保育園保護者代表を削るものでございます。 

 戻っていただきまして、１９ページをお願いをいたします。 

 附則でございます。 

 この条例は、令和３年４月１日から施行するものでございます。 

 また、江田島市保育園条例は廃止をいたします。 

 説明につきましては、以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 



 

－１６－ 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 これより、暫時休憩いたします。１１時１０分まで休憩いたします。 

                           （休憩 １０時５４分） 

                           （再開 １１時１０分） 

○議長（吉野伸康君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

日程第１２  議案第９２号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１２、議案第９２号 江田島市公営企業の設置等に関

する条例の一部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第９２号 江田島市公営企業の

設置等に関する条例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 水道事業における事業計画を見直したため、現行条例の一部を改正する必要がありま

すので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、議会の議決を求めるも

のでございます。 

 内容につきましては、企業局長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  木下企業局長。 

○企業局長（木下 隆君）  それでは、議案第９２号 江田島市公営企業の設置等に

関する条例の一部を改正する条例案について御説明いたします。 

 このたびの改正は、三高浄水場の前処理施設を設置したことに伴いまして、水道法の

規定による事業計画の変更見直しをしたため、現行条例の一部を改正するものです。 

 議案書２５ページに改正条文、２６ページに新旧対照表、２７ページに参考資料を添

付しております。 

 参考資料により御説明いたしますので、２７ページをお願いいたします。 

 １、改正の趣旨といたしましては、平成３０年７月豪雨災害により被災した三高浄水

場において、ダム水の汚れを除去する前処理施設の設置完了に伴いまして、水道法に基

づく事業計画の変更が必要となりました。この変更にあわせまして、事業計画において

給水人口及び給水量についても見直ししたため、これに伴う所要の規定の整備をするも

のです。 

 ２、改正内容といたしましては、人口減少に伴う給水量の減少等を踏まえまして見直

すもので、１つ目が、給水人口を４万１，６３０人から２万２，２０５人に変更します。

２つ目が、１日最大給水量を１万７，５００立方メートルから１万６６立方メートルに



 

－１７－ 

変更するものです。 

 ３、条例の施行期日につきましては、公布の日から施行するものとしております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 山本秀男議員。 

○１２番（山本秀男君）  １点ほどお聞きしたいんですが、改正案では、最大給水量

が１万６６立方メートル、給水人口は２万２，２０５人、それを割ってみると、１人当

たり最大使用量が４５０リッター、現行では４２０リッターになるわけですが、この数

字の違いはどういうことか教えていただきたいんですが。 

○議長（吉野伸康君）  木下企業局長。 

○企業局長（木下 隆君）  既認可については４２０リッター、おっしゃるとおり１

人当たりの最大給水量でした。近年の給水量を見ますと、１人当たりの給水量がふえて

おりまして、１人当たり４５３リッターということが計画上必要となりましたので、そ

れを改めて人口が減った分に合わせて給水量を減量しております。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  ほかに質疑ありませんか。 

 胡子議員。 

○１３番（胡子雅信君）  すみません。ちょっと教えてください。 

 今回の改正理由っていうのが、「三高浄水場における前処理施設の設置に伴い」とい

うことなんですけども、給水人口がこの４万１，６３０人から２万２，２０５人に変更

するということですけれども、これは例えば、もう既に３万人を切ってもう１６年ぐら

いになるんですけども、その間にその改正する必要はあったのかどうかいうところを教

えていただきたいと思います。このたびは、その三高浄水場における前処理施設の設置

に伴って、水道法によって事業計画変更ですけども、もう合併して既に３万人を割って

いる状況が続いてる中では、変更する必要はなかったのか。この点を教えていただけれ

ばと思います。 

○議長（吉野伸康君）  木下企業局長。 

○企業局長（木下 隆君）  この数字については、水道法の規定では変更は給水量が

ふえたときに必要なという決まりになっております。今まで人口は当然減っていたんで

すけど、その中で水道法上の基準で届け出をする必要がなかったので、事業完了から当

然明らかに人数、給水量は減ってるんですけど、届け出をしておりませんでした。 

 しかし、このたび前処理施設ができましたことで、これは水道法上の届け出が必要な

浄水方法の変更となりますので、このたびそれにあわせて変更して、変更をしなくては

ならないのかもしれませんが、水道法の基準では届け出が必要がなかったもので、この

たびあわせて変更させてもらったものです。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  ほかに質疑ありませんか。 



 

－１８－ 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１３  議案第９３号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１３、議案第９３号 江田島市火災予防条例の一部を

改正する条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第９３号 江田島市火災予防条

例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の

制定に関する基準を定める省令の一部改正に伴いまして、現行条例の一部を改正する必

要がありますので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、議会の議決

を求めるものでございます。 

 内容につきましては、消防長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  丸石消防長。 

○消防長（丸石正男君）  それでは、議案第９３号 江田島市火災予防条例の一部を

改正する条例案について御説明いたします。 

 内容につきましては、２９ページから３０ページに改正条文、３１ページから３４ペ

ージに参考資料として、江田島市火災予防条例の一部を改正する条例案新旧対照表及び

江田島市火災予防条例の一部を改正する条例案についてを添付しております。 

 ３４ページにより御説明いたします。 



 

－１９－ 

 １、改正の趣旨でございます。 

 対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の

制定に関する基準を定める省令の一部改正に伴い、所要の規定の整理をするものでござ

います。 

 続きまして、２、改正の概要でございます。 

 （１）対象火気省令の一部改正により、電気自動車等を充電するための急速充電設備

の全出力の上限が５０キロワットから２００キロワットまで拡大されたことに伴い、対

象火気省令に規定する急速充電設備の位置、構造及び管理に関する基準の細目が改正さ

れたため、当該改正を反映するものでございます。 

 なお、江田島市内には、該当する急速充電設備はございません。 

 続きまして、（２）急速充電設備で全出力５０キロワット以下のものを除き、消防へ

の設置の届け出を要することとする規定を追加いたします。 

 続きまして、３、施行期日は、令和３年４月１日といたします。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 岡野議員。 

○４番（岡野数正君）  急速充電設備のことについて、少し伺いたいと思います。 

 全出力の上限が５０キロワットから２００キロワットまで拡大されたということでご

ざいますけれども、通常、今現在も電気自動車走っております。今までは、届け出の必

要がなかったのかなというふうに思いますし、今後この２００キロワットまでに拡大さ

れたことで、それだけ危険だから届け出の必要が出たのかなというふうに、今思ってお

りますけれども、この大きく拡大されたことによって、どのような違いが出てくるわけ

でしょうか。この点について伺います。 

○議長（吉野伸康君）  丸石消防長。 

○消防長（丸石正男君）  管内にはないんですけれども、今電気自動車がもうどんど

んどんどんふえているということで、一般家庭用の電源で充電する場合には、これメー

カーの資料なんですけども、バッテリーによって違うんですけども、８時間、約８時間。

急速充電ですと、急速充電はフル充電はできません。８０％の充電になります。これが

３０分で現在ではできるようなっております。それで、２００キロワットに拡大された

ということで、この３０分が当然短くなる。具体的な時間まではまだ出てないんですけ

ども、半分ぐらいにはなるんでなかろうか、将来的には５分程度にしたいというような

ことは書かれているものがあります。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 



 

－２０－ 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１４  議案第９４号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１４、議案第９４号 令和２年度江田島市一般会計補

正予算（第６号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第９４号 令和２年度江田島市

一般会計補正予算（第６号）でございます。 

 令和２年度江田島市一般会計補正予算（第６号）は次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億８０万９，０００円を追加し、 

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９２億９，２１６万１，０００円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 継続費の補正。 

 第２条 継続費の変更は、「第２表 継続費補正」による。 

 繰越明許費。 

 第３条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は、「第３表 繰越明許費」による。 

 債務負担行為の補正。 

 第４条 債務負担行為の追加及び変更は、「第４表 債務負担行為補正」による。 

 地方債の補正。 

 第５条 地方債の追加及び変更は、「第５表 地方債補正」による。 



 

－２１－ 

 内容につきましては、総務部長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  それでは、議案第９４号 一般会計補正予算（第６号）

につきまして、歳入歳出補正予算事項別明細書で御説明をいたします。 

 事項別明細書の２４、２５ページをお願いいたします。 

 まず、歳入からでございます。 

 １５款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金及び次の１６款県支出金、

１項県負担金、１目民生費県負担金は、保険基盤安定負担金の減額補正でございます。 

 ２項県補助金、２目民生費県補助金は、老人福祉費補助金で、地域医療介護総合確保

事業補助金の増額補正を、児童福祉費補助金で、ひろしま自然保育推進事業補助金及び

新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金の増額補正を計上しております。 

 ９目災害復旧費県補助金は、農業施設の災害復旧に伴います農業施設災害復旧費補助

金の増額補正でございます。 

 １７款財産収入、２項財産売払収入、１目不動産売払収入は、旧切串中学校などの売

却に伴います土地及び建物の売払収入の増額補正でございます。 

 ２６、２７ページをお願いします。 

 １８款１項寄附金、２目指定寄附金は、フェスティバル江田島に対します観光費寄附

金の増額補正でございます。 

 １９款繰入金、１項特別会計繰入金、１目介護保険（保険事業勘定）特別会計繰入金

は、令和元年度低所得者保険料軽減負担金の精算に伴います介護保険（保険事業勘定）

特別会計からの繰入金の増額補正でございます。 

 ２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金は、財源調整に伴います繰入金の減額補正

でございます。 

 ２０款１項１目繰越金は、前年度繰越金の増額補正でございます。 

 ２８、２９ページをお願いいたします。 

 ２１款諸収入、５項４目雑入は、会計年度任用職員の社会保険料の増額補正でござい

ます。 

 ５目過年度収入は、令和元年度福祉医療費補助金の追加交付に伴います増額補正でご

ざいます。 

 ２２款１項市債、１目総務債は、大柿市民センター整備事業に伴います一般単独事業

債（合併特例・市民センター整備事業）の増額補正でございます。 

 ３目衛生債は、リレーセンター運搬用コンテナ更新に伴います過疎対策事業債（廃棄

物車両整備事業）の増額補正でございます。 

 ４目農林水産業債及び６目土木債は、下水道事業会計の補正に伴います過疎対策事業

債（農業集落排水事業）及び（下水道整備事業）の減額補正でございます。 

 ９目災害復旧事業債は、土木施設災害復旧事業債で、土木施設災害復旧事業債と緊急

浚渫推進事業債との組み替え及び緊急自然災害防止対策事業債の増額補正を、農林水産

施設災害復旧事業債で、農業施設災害復旧費の増額に伴います増額補正を計上しており

ます。 
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 続きまして、歳出でございます。 

 今回の歳出補正予算の主なものは、公共施設整備や売却に伴います関連経費、農業施

設災害復旧費の増額、また、前年度精算に伴います国・県支出金の返還金の増額などの

補正を計上いたしております。 

 ３０、３１ページをお願いします。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費は、育児休暇職員の職場復帰によりま

して、職員給与費の特別会計への組み替えに伴います減額補正でございます。 

 ２目文書広報費は、企業誘致に伴いまして、施設の売却及び貸し付けが決まったこと

によりまして、保管文書の移転が必要になったことに伴います文書移転等業務委託料の

増額補正でございます。 

 ３目財政管理費は、入札参加資格申請に伴います契約事務システム改修のための委託

料の増額補正でございます。 

 ５目財産管理費は、財産管理事業費で、市有財産の除草及びイノシシ侵入防止柵設置

に伴います委託料の増額補正を、公共施設再編整備事業費で、飛渡瀬交流プラザ進入路

整備に伴います家屋解体工事費などの増額補正を計上しております。 

 ３２、３３ページをお願いします。 

 ６目企画費は、新型コロナウイルス感染症対策によります航路維持支援の対象期間の

延長に伴います航路維持支援金の増額補正でございます。 

 ７目情報政策費は、庁内ネットワークのセキュリティー設定の変更のための委託料の

増額補正でございます。 

 １２目安全対策費は、旧切串中学校売却に伴います防災行政無線移設工事費などの増

額補正でございます。 

 １３目市民センター費は、大柿市民センター解体工事におきまして、アスベスト除去

工事の追加によります工事請負費の増額補正でございます。 

 ２項徴税費、１目税務総務費は、今年度の見込みに伴います還付金の増額補正でござ

います。 

 このページ下段から、３４、３５ページをお願いいたします。 

 ２目賦課徴収費は、確定申告会場におきまして、ネットによる申告を行うための補助

員としての会計年度任用職員人件費の増額補正でございます。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費は、国民健康保険特別会計の補正

に伴います繰出金の減額補正でございます。 

 ２目障害者福祉費は、法改正に伴います障害者自立支援システム改修委託料の増額補

正でございます。 

 ３目老人福祉費は、介護保険事業費で、前年度低所得者保険料軽減負担金等の精算に

伴います返還金を、介護保険（保険事業勘定）特別会計の補正に伴います繰出金を、地

域医療介護総合確保事業費で、介護施設におきます換気設備などの設置に対します補助

金の増額補正を計上いたしております。 

 ８目福祉医療費は、前年度精算に伴います県補助金の返還金の増額補正でございます。 

 ３６、３７ページをお願いします。 
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 ２項児童福祉費、１目児童福祉総務費及び２目児童措置費は、前年度精算に伴います

国庫・県支出金の返還金の増額補正でございます。 

 ３目保育施設費は、新型コロナウイルス対策に伴います加湿器の購入、光熱水費及び

施設の修繕及び切串保育園移転用地の土壌汚染調査委託料などの増額補正を計上してお

ります。 

 ４目児童福祉施設費は、児童館管理運営事業費で通信運搬費の増額補正を、母子・父

子家庭等対策総合支援事業費で前年度補助金の精算に伴います国庫補助金の返還金の増

額補正を計上いたしております。 

 ３８、３９ページをお願いいたします。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、２目予備費は、インフルエンザ予防接種者の増に伴い

ます委託料及び前年度補助金の精算に伴います返還金の増額補正を計上いたしておりま

す。 

 ３目母子保健費は、前年度交付金の精算に伴います国・県支出金の返還金の増額補正

でございます。 

 ２項清掃費、４目リレーセンター費は、市債の充当に伴います財源更正でございます。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、４目農村整備費は、農業用施設維持管理事業費で、

法定外公共物改修工事補助金の増額補正でございます。 

 ４０、４１ページをお願いいたします。 

 ３項水産業費、２目水産業振興費は、水産業振興対策事業費で小用漁船保全施設レー

ル修繕などの水産振興施設修繕補助金の増額補正を、水産業施設維持管理事業費で、鹿

川漁船係留施設チェーン補修工事の工事請負費の増額補正を計上しております。 

 ７款１項商工費、２目商工業振興費は、商工業振興事業費で前年度精算に伴います補

助金の返還金の増額補正を、企業立地促進事業費で企業立地奨励金の確定に伴います補

助金の増額補正を計上しております。 

 ３目観光費は、寄附金の充当に伴います財源更正でございます。 

 ８款土木費、２項道路橋りょう費、１目道路維持費は、市道美能２１号線のり面改修

工事の工事請負費の増額補正でございます。 

 ４２、４３ページをお願いいたします。 

 ９款１項消防費、１目常備消防費は、ＰＣＢ処分委託料執行残額の減額補正でござい

ます。 

 ２目非常備消防費は、公共施設売却に伴います屯所移転のための委託料の増額補正で

ございます。 

 １０款教育費、４項社会教育費、１目社会教育総務費は、放課後児童健全育成事業費

で前年度交付金の精算に伴います国・県支出金の返還金の増額補正でございます。 

 １１款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費、２目農業施設災害復旧費は、本年

７月の豪雨災害に伴います農道沖美１０１号線の復旧に伴います工事請負費の増額補正

でございます。 

 ４４、４５ページをお願いします。 

 ２項１目土木施設災害復旧費は、市債の組み替えに伴います財源更正でございます。
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組み替え額が同額のため、補正額の財源内訳の地方債の欄はゼロの表記としております。 

 １３款諸支出金、１項基金費、１目財政調整基金費は、前年度決算剰余金の２分の１

を積み立てるものでございます。 

 ２項１目公営企業費は、下水道事業会計の補正に伴います繰出金の減額補正でござい

ます。 

 予算書５ページにお戻りください。 

 第２表 継続費補正でございます。 

 変更といたしまして、アスベスト除去工事の追加によります、大柿市民センター解体

事業費の総額、年割額の変更の１件をお願いしております。 

 続きまして、６ページをお願いいたします。 

 第３表 繰越明許費でございます。 

 防災事業の備蓄倉庫設置など３件をお願いしております。 

 続きまして、７ページをお願いいたします。 

 第４表 債務負担行為補正でございます。 

 追加といたしまして、財務会計システム利用料（税制改正分）など１０件を、変更と

いたしまして、機械設備点検業務委託（大原ポンプ場）など３件をお願いしております。 

 続きまして、８ページをお願いします。 

 第５表 地方債補正でございます。 

 追加といたしまして、緊急浚渫推進事業債など２件を、変更といたしまして、災害復

旧事業債の農林水産施設災害復旧事業（現年分）など６件をお願いしております。 

 なお、事項別明細書の４６から４８ページに給与費明細書、５０、５１ページに継続

費の進行状況等に関する調書、５２ページに債務負担行為の支出予定額等に関する調書

を、５３ページに地方債現在高の見込みに関する調書をお示ししております。 

 以上で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億８０万９，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９２億９，２１６万１，０００円といたしま

す一般会計補正予算（第６号）の説明を終わります。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 酒永議員。 

○７番（酒永光志君）  それでは、２点ほどお聞きをいたします。 

 ３１ページ、文書法規管理事業費として４０６万３，０００円組まれておりますが、

これは、次にこの文書をどちらのほうに持って行かれるんでしょうか。どの施設に保管

されるのでしょうかをお聞きをいたします。 

 もう１点、３５ページの老人福祉費でございますが、地域医療介護総合確保事業費と

いたしまして８８４万４，０００円計上をされております。内容は、簡易陰圧装置等設

置経費支援事業費補助金となっておりますが、これについて説明をお願いをいたします。 

○議長（吉野伸康君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  ３１ページの文書法規管理事業の委託料についての御質
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問でございます。 

 こちらは、旧秋月小学校及び能美市民センター別館にあります文書を、それぞれ企業

に売却及び賃貸するために整理をしたものでございまして、この文書につきましては、

旧中町公民館のほうに文書庫を整理しまして、そちらのほうに保管する予定で準備をさ

せていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  仁城福祉保健部長。 

○福祉保健部長（仁城靖雄君）  ３５ページの簡易陰圧装置等設置経費支援事業補助

金でございます。 

 これは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策の１つでございます。介護施

設等におきまして、簡易陰圧装置というのを設置した場合に必要な費用を補助するもの

でございます。 

 この簡易陰圧装置というのは、介護施設などで感染が疑われる方が発生した場合、こ

のような場合に感染拡大のリスクを低減するために、ウイルスが外に漏れないように部

屋の中の気圧を低くするというものがあります。低くすることが、これが有効であると

言われておりますので、この居室に気圧を低くするための陰圧装置というのを設置をい

たします。あわせてダクト工事をするのですけれども、そういった気圧を低くするため

の陰圧装置を設置した場合に補助をするというものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  酒永議員。 

○７番（酒永光志君）  まず、文書移転、旧中町公民館へ移されるということでござ

いますが、公文書館の、今までは秋月小学校を公文書館で代替でやっておりました。今

後、この旧中町公民館について、極端に言えば永続的に公文書館にするのかどうかとい

うことをお聞きをいたします。 

 それと、先ほど福祉保健部長から簡易陰圧装置の説明がございました。なかなか説明

では理解できにくいというところがございますので、もし紙ベースで資料提供をしても

らえるなら、検討をお願いしたいと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（吉野伸康君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  現在、江田島市におきます公文書におきましては、旧大

柿町時代に設置をされております大柿の公文書館、これが１館ございます。ここだけで

は、現在、随分もう手狭な状態になっておりまして、文書が各所に分散して保管させて

いただいてる状態になっておりますので、今後は大柿公文書館とこの旧中町公民館を公

文書館として活用させていただきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  仁城福祉保健部長。 

○福祉保健部長（仁城靖雄君）  なかなか内容が伝わりにくいということでございま

す。概要をまとめまして資料を提出させていただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  山本秀男議員。 
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○１２番（山本秀男君）  ３点ほどお聞きします。 

 まず、２５ページの土地売払収入、説明では切串中学校ほか、いうことでありました

が、先般の全協のときには金額的に１億近いぐらいの金額で、解体は別途差し引くとい

うことであったんですが、これを具体的に教えていただきたいんですが。 

 それから、歳出の３１ページの、公共施設再編整備事業費１，１７７万３，０００円。

これは飛渡瀬交流プラザだというふうな説明があったんですが、この工事をどの位置へ、

どのように考えられておるのか、具体的に教えていただきたいと思います。 

 それから３点目に、４３ページの中ほどの消防屯所等維持管理事業費。これは秋月消

防屯所ではないんかと思うんですが、それで設計委託料、これと地質調査を繰越のほう

にも計上しておるんですが、これはどの位置へどのぐらいの規模を考えられておるのか。 

 この以上３点についてお伺いします。 

○議長（吉野伸康君）  奥田企画部長。 

○企画部長（奥田修三君）  お尋ねの２４ページ、２５ページに係る不動産売払収入

のこの内容なんですが、当初予算で歳入として６，５７１万８，０００円計上しており

ます。今回、補正させていただきますのは、説明にありましたとおり、旧切串中学校の

売却、これが８，１６４万円。それから、その他に旧大矢市営住宅の跡地の売却。それ

から現在のコミュニティーセンターの前の西の谷住宅団地の２筆、これを売却しました

ので、それらを計上して全体で１億１，２０３万１，０００円となります。差し引き４，

６３１万３，０００円を補正として上げさせていただきました。 

 続いて、３１ページの公共施設再編整備事業費。説明の中でありました飛渡瀬交流プ

ラザの進入路に係る市道改良。このルートについては、旧市道ですかね、旧の市道から

交流プラザを計画しています旧飛渡瀬小学校の間、非常に狭い道路となっております。

この間の用地買収した建物３棟の解体費。それから、そのほかに未利用財産の売却とし

て、秋月小学校の売却準備費として石碑類を移転する費用。それから水道管を、体育館

をそのまま売らずに残しますので、小学校と体育館で水道管を分岐する工事の費用。そ

れから切串中学校を売却しましたので、小学校と切串中学校を分岐するための水道分岐

工事費用。これらを合わせて１，１１２万円ほど補正予算を計上させていただきました。 

○議長（吉野伸康君）  丸石消防長。 

○消防長（丸石正男君）  それでは、４３ページ消防の消防屯所等維持管理事業費に

ついてでございます。 

 秋月屯所の移転ということで、場所は江能准看護学校がありますけれども、そこの建

屋の前に空地があります。そこの部分を予定しています。 

 それと、規模です。現在考えていますのは、平家建てで延べ面積、車庫部分といわゆ

る詰所部分になるんですが、合わせて約６６平米を予定しています。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  山本秀男議員。 

○１２番（山本秀男君）  今の消防屯所から再質問しますが、江能准看の前でしたら

ですね、地質調査はせんでも小学校、秋月小学校、あるいは給食センターのときの土質

調査があると思うんですよ。それを参考にされれば、この調査は必要ないんじゃないか
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と思うんですよ。 

 それから、２５ページの土地の売払収入です。切串の旧切中だけを教えていただいた

らと思うんですが。 

 それから、３１ページの飛渡瀬交流プラザ。これの進入路に係る用地買収いうことで

したが、旧市道を通っていうことでええんですかの。バイパスか何かで、こういう話も

あったりしたんですが、今の、ある道を広げるかいう考え方でええんですか。そこから

をちょっと確認したいんです。よろしくお願いします。 

○議長（吉野伸康君）  丸石消防長。 

○消防長（丸石正男君）  地質調査の関係なんですけれども、私のほうも必要ないん

じゃないかということで、一応委託料計算してくれました都市整備課のほうに確認した

ところ、やはりどうしても必要だという回答であったため、今回補正予算を組ませても

らったものです。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  廣中土木建築部長。 

○土木建築部長（廣中伸孝君）  すみません。都市整備課を所管している土木建築部

のほうからもお答えさせていただきます。 

 土質調査ですね、通常ですね、建物をやはり建築するなら土質調査、要ります。 

 今お尋ねの、近隣のところにあるいうことなんですけども、それらも含めてもう一度

よく考えて決定いたします。今は計上させてもらっておりますけども、最終的にはそれ

らも含めてよく検討して実施したいと思います。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  奥田企画部長。 

○企画部長（奥田修三君）  まず、２５ページの土地売払収入に係る切串中学校の売

却代金が幾らなのかという御質問です。 

 切串中学校に係る売却代金は９，０９２万３，０００円となっております。 

 それから、３１ページの公共施設再編整備事業費に係る飛渡瀬交流プラザ進入路の考

え方なんですが、議員お見込みのとおり、旧市道から小学校に上がる道をバイパスでは

なく、現道を拡幅する計画としております。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  山本秀男議員。 

○１２番（山本秀男君）  消防屯所の分は、ぜひ、土質調査、近くにありますから、

それを参考にすりゃあ確認申請もとれるかと思いますので、お願いします。 

 それから、飛渡瀬交流プラザ、あの道を通って交流プラザをするいうことですが、今

度はほかの問題、課題も当然出てくるだろう思うんです。例えば、下水なんかも合併処

理をせんにゃあいかんですから、そういったもんからもありますので、全体的によう考

えられて行動していただきたいということで、これはお願いで。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  ほかに、質疑ありませんか。 

 岡野議員。 
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○４番（岡野数正君）  ２点ほど、お伺いいたします。 

 ３５ページの、先ほど酒永議員のほうからも質問がありましたけれども、簡易陰圧装

置等設置経費支援事業補助金。これ県の補助、１０分の１０の補助がついた事業だと思

うんですけれども、具体的にどこが補助金申請をされて整備をされるのか、それをまず

１点伺います。 

 それと、今度は４１ページの商工費のところで、企業立地奨励金補助金とありますけ

れども、対象はどこか、これを教えていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  仁城福祉保健部長。 

○福祉保健部長（仁城靖雄君）  この事業は、国の施策であり、それを受けた県の補

助事業でございます。そのため、事前に県からその要望の調査がございまして、市内各

事業所から希望台数をお聞きしております。その結果、本市では２事業者の３台という

ことの要望がございましたので、その台数分の補正予算を計上させていただいたところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  泊野産業部長。 

○産業部長（泊野秀三君）  ４１ページの企業立地促進事業費の増額分につきまして

は、古澤鋼材さんが新しい工場を建てられましたので、そちらに充てるものでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  ほかに質疑ありませんか。 

 胡子議員。 

○１３番（胡子雅信君）  質問３点ほどあるんですけども。 

 まず、事項別明細書の２９ページなんですけども、こちらのほうの土木施設災害復旧

事業債、これと組み替えが緊急浚渫推進事業債、そしてもう１つ緊急自然災害防止対策

事業債なんですけども、こちらの市債の、地方債のいわゆる事業の、事業費のいわゆる

充当率と、あとは交付税措置率がどれぐらいあるのか、それを教えてください。 

 それと、３３ページの航路維持対策事業費ということで、支援期間を延長するという

ことでございます。恐らく令和２年１２月から令和３年３月までの４カ月かと思うんで

すけども、これは広島航路月５０万円、呉航路が月３０万円という理解でよろしいかど

うかいうことを教えてください。 

 それと、あと４３ページのＰＣＢ処分委託料ということで、このたびは執行残という

ことで、減額補正ということでございますけども、ＰＣＢの処分というのは、江田島市

としてはまだ、これからまだ処分しなければいけないものがまだ保管されているのかど

うか。そうであれば、いつまでに処分、もしくはもう処分完了したのか。委託だと思う

んですけども、これがいつ完了したのか、もしくは完了するのか、この点を教えてくだ

さい。 

○議長（吉野伸康君）  廣中土木建築部長。 

○土木建築部長（廣中伸孝君）  まず、２９ページの緊急自然災害防止対策事業債、
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その後の緊急浚渫推進事業債ですけども、これはいわゆる国の国土強靭化の政策の中で

できた起債でございまして、いずれも７０％の交付税措置がございます。なので、大変

有利な制度なので、こちらのほうに組み替えて計上させてもらいました。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  奥田企画部長。 

○企画部長（奥田修三君）  ３３ページ、航路維持対策事業費でございます。 

 議員御指摘のとおり、令和２年１２月から令和３年３月までの４カ月間、広島航路に

ついては５０万円、呉航路については３０万円、それぞれ３航路ずつ振り分けておりま

す。 

 現在、執行残が６０万円ありますので、差し引き９００万円の補正予算としておりま

す。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  丸石消防長。 

○消防長（丸石正男君）  ４３ページのＰＣＢ処分委託料についてでございます。 

 今回、消防のほうでやったのは、旧消防庁舎と消防屯所、これは沖屯所と三高屯所、

この３施設が該当しました。それで、処理は令和３年３月３１日までに処理しなければ

ならないということで、消防関係分については、もう既に終了しています。消防団屯所

も含めてです。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  胡子議員。 

○１３番（胡子雅信君）  先ほど土木建築部長からの御回答の分で、充当率のものが

なかったんで教えてください。 

 それと、あと、先ほどＰＣＢの処分ということで、消防関係は、私も県のホームペー

ジ見ると、確かに令和３年３月３１日までで廃棄するということでございますので、そ

れまでに完了できるということで、わかりました。 

 そのほかに市全体では、もう既に、それ以外のものでＰＣＢというものはないという

理解でよろしいでしょうか。 

○議長（吉野伸康君）  廣中土木建築部長。 

○土木建築部長（廣中伸孝君）  すみません。充当率は１００％になります。 

○議長（吉野伸康君）  丸石消防長。 

○消防長（丸石正男君）  すみません。消防関係以外は把握はしてないんですけれど

も、消防がやったのが蛍光灯、普通の蛍光灯ですね、細長い。それとか水銀灯が対象に

なるということでですね、つくった、製造年月日で判断するということになっています。

昭和３２年１月から昭和４７年８月までに製造されたものということです。ちょっと消

防以外の全体について、ちょっと私のほうでは把握はしていません。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  よろしいですか。 

 胡子議員。 

○１３番（胡子雅信君）  それ以外にもちょっと教えてもらいたいんですけど、言っ
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てみれば、県から、そのホームページを私も見たんですけども、令和３年３月３１日ま

でに全て廃棄処分することと法律で定めているということになってます。今、消防長か

らは消防の管轄は全てそれで処理できるということで。じゃあそれ以外の公共施設につ

いてどうなのかなというのを、ちょっとお聞きしたいなと。 

○議長（吉野伸康君）  山井市民生活部長。 

○市民生活部長（山井法男君）  その法のことについては私も承知しておりまして、

何年か前に一度、一斉調査したような記憶があるんですけれども、その後どうであった

かいうのは、今資料もなくてですね、記憶もないんですけれども、少なくとも、例えば

施設を廃止して、廃止しないとその調査できないもの、トランスの中に絶縁オイルで入

っているものがあるんですけれども、これは施設を停止して油を抜き取って調査しない

とわからないいうのもあったりして、あったものもかつてあったんですけれども、そう

した、少なくとも把握できたものについては、全て適法に処分をしておるところでござ

います。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 この際、暫時休憩いたします。１３時２０分まで休憩します。 

                           （休憩 １２時０７分） 

                           （再開 １３時２０分） 

○議長（吉野伸康君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 産業部長。 

○産業部長（泊野秀三君）  失礼いたします。 
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 午前中、一般会計の補正に関する事案で、企業立地奨励金の対象企業について御質問

いただきました。私から古澤鋼材というふうにお答えしたんですけれども、正しくは、

株式会社フルサワでございました。おわびして訂正いたします。失礼いたしました。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  日程に先立ち、先ほど休憩中に市長から議案第１００号 令

和２年度江田島市一般会計補正予算（第７号）が提出されましたので、この際、議案第

１００号を日程に追加し、追加日程第１として議題といたしたいと思います。これに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１００号を日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決定

いたしました。 

 

追加日程第１  議案第１００号 

 

○議長（吉野伸康君）  追加日程第１、議案第１００号 令和２年度江田島市一般会

計補正予算（第７号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第１００号 令和２年度江田島

市一般会計補正予算（第７号）でございます。 

 令和２年度江田島市一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，５４３万６，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９３億７５９万７，０００円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、総務部長及び福祉保健部長から説明をいたします。よろしくお

願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  山本総務部長。 

○総務部長（山本修司君）  それでは、議案第１００号 一般会計補正予算（第７号）

につきまして、歳入歳出補正予算事項別明細書で御説明いたします。 

 事項別明細書の８、９ページをお願いいたします。 

 まず、歳入からでございます。 

 １５款国庫支出金、２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金は、ひとり親世帯臨時特

別給付金の再支給に伴います給付金及び事務費に対します補助金の増額補正でございま

す。 

 １９款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金は、財源調整に伴います繰

入金の増額補正でございます。 
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 続きまして、歳出でございます。 

 今回の歳出補正予算は、ひとり親世帯臨時特別給付金の再支給に伴います給付金及び

関連事務費の増額補正を計上いたしております。 

 １０、１１ページをお願いいたします。 

 ３款民生費、２項児童福祉費、２目児童措置費は、ひとり親世帯臨時特別給付金の再

支給に伴います給付金及び事務費の増額補正でございます。 

 なお、事項別明細書の１２から１４ページにかけまして、給与費明細書をお示しして

おります。 

 以上で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，５４３万６，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９３億７５９万７，０００円といたします、

一般会計補正予算（第７号）の説明を終わります。 

○議長（吉野伸康君）  仁城福祉保健部長。 

○福祉保健部長（仁城靖雄君）  このたびの補正予算の具体的な事業内容につきまし

ては、別紙資料によりまして御説明をいたします。 

 本日、お配りをさせていただきましたＡ４用紙１枚ものの一般会計補正予算（第７号）

参考資料をお願いをいたします。 

 ひとり親世帯臨時特別給付金（基本給付の再支給）等についてでございます。 

 １、趣旨でございます。 

 新型コロナウイルス感染症の影響でひとり親家庭の皆様が依然として厳しい状況であ

ることを踏まえまして、国の方針に基づき、ひとり親世帯臨時特別給付金（基本給付の

再支給）を支給するものでございます。 

 また、国費の支給対象外となる新規の児童扶養手当受給者の方などにつきましては、

市の独自施策といたしまして、ひとり親世帯臨時特別支援金を給付するものでございま

す。 

 ２、支給内容でございます。 

 （１）国のひとり親世帯臨時特別給付金につきましては、８月に支給をいたしました

第１回目の給付事業の継続事業としての再支給であるということから、対象者を既にひ

とり親世帯臨時特別給付金を受給している方などとしておりまして、主には令和２年６

月分の児童扶養手当受給者等に該当する方ということとなります。 

 支給金額は、１世帯５万円、第２子以降３万円、対象予定者数は１８０世帯で、第２

子以降分を１１３人としております。 

 次に、（２）ひとり親世帯臨時特別支援金で、国の給付から対象外となる世帯に対し

まして、市が支援するものでございます。 

 対象者は、令和２年６月以降に離婚した方など、令和２年７月以降の新規児童扶養手

当受給者の方などで、市内に居住をし、国の給付金の対象とならない方を支援するもの

でございます。 

 金額は、１世帯５万円、第２子以降３万円で、国の制度と同様でございます。対象予

定者数は１０世帯で、第２子以降１０人と想定しております。 

 次に、３、予算額でございます。 
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 合計で１，５４３万６，０００円とし、（１）のひとり親世帯臨時特別給付金では、

第１回目の予算の増額分を含めまして１，４６３万６，０００円。財源は、母子家庭対

策総合支援事業費補助金、１０分の１０でございます。これプラス事務費の補助金でご

ざいます。 

 （２）のひとり親世帯臨時特別支援金は８０万円でございます。 

 次に、４、日程等でございます。 

 まず、１２月４日金曜日に菅総理大臣が記者会見をし、ひとり親世帯に対しまして給

付金の再支給を年内に行うと発表いたしました。その後、１２月の１１日金曜日には、

国の予備費に関する閣議決定があり、また、国から支給するための通知がございました。 

 それを受けまして、年内支給を実施するには予算が必要でございますので、１２月１

５日、本日でございます、市議会定例会で急遽追加の補正予算を上程させていただいた

ところでございます。 

 本日、議決をいただけましたら、あす１２月１６日には市の要綱を改正をし、対象者

の方へ支給通知を発送いたします。この給付金は、再度、２回目の支給であることから、

対象者の方からの市への届け出をすることなく、自動的に口座へ振り込むものでござい

ます。 

 また、この給付金の受け取りを希望しないということもできますので、その場合には、

希望しない旨の届け出を１２月２３日までに提出していただくこととなります。 

 そして、１２月の２４日には、口座への振り込みの方法で支給することを予定してお

ります。 

 説明につきましては、以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１５  議案第９５号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１５、議案第９５号 令和２年度江田島市国民健康保

険特別会計補正予算（第４号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第９５号 令和２年度江田島市

国民健康保険特別会計補正予算（第４号）でございます。 

 令和２年度江田島市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところ

による。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８５４万５，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３６億４，２２１万９，０００円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、福祉保健部長から説明をいたします。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（吉野伸康君）  仁城福祉保健部長。 

○福祉保健部長（仁城靖雄君）  それでは、議案第９５号につきまして、歳入歳出補

正予算事項別明細書で御説明をいたします。 

 事項別明細書の５８ページ、５９ページをお願いをいたします。 

 このたびの補正予算の主なものは、国民健康保険税の還付金と前年度精算に伴う県交

付金の返還金によるものでございます。 

 初めに歳入でございます。 

 ３款県支出金、１項県補助金、１目保険給付費等交付金は、国保税還付に伴う普通交

付税の増額補正でございます。 

 ５款繰入金、１項１目一般会計繰入金は、今年度の交付金決定に伴います保険基盤安

定繰入金の減額補正でございます。 

 ６款１項１目繰越金は、前年度繰越金の増額補正でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 ６０ページ、６１ページをお願いをいたします。 

 ３款１項１目国民健康保険事業費納付金は、財源更正でございます。 

 ８款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目一般被保険者保険税還付金は、さか

のぼって国民健康保険を脱退したことに伴います国保税の還付金等の増額補正を、３目

償還金は、令和元年度事業の精算に伴います特定健康診査保健指導負担金等返還金の増
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額補正でございます。 

 説明につきましては、以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１６  議案第９６号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１６、議案第９６号 令和２年度江田島市後期高齢者

医療特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第９６号 令和２年度江田島市

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）でございます。 

 令和２年度江田島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７６万１，０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億３７６万１，０００円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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 内容につきましては、福祉保健部長から説明をいたします。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（吉野伸康君）  仁城福祉保健部長。 

○福祉保健部長（仁城靖雄君）  それでは、議案第９６号につきまして、歳入歳出補

正予算事項別明細書で御説明をいたします。 

 事項別明細書の６６ページ、６７ページをお願いをいたします。 

 このたびの補正予算は、税制改正対応に伴うシステム改修を行うためのものでござい

ます。 

 初めに歳入でございます。 

 ４款１項１目繰越金は、前年度繰越金の増額補正でございます。 

 ６款国庫支出金、１項国庫補助金、１目高齢者医療制度円滑運営事業費補助金は、補

助金の増額補正でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 ６８ページ、６９ページをお願いをいたします。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費は、一般管理事業費で、税制改正に伴

います後期高齢者医療関係システム改修業務委託料の増額補正でございます。 

 説明につきましては、以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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日程第１７  議案第９７号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１７、議案第９７号 令和２年度江田島市介護保険

（保険事業勘定）特別会計補正予算（第４号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第９７号 令和２年度江田島市

介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第４号）でございます。 

 令和２年度江田島市介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第４号）は、次に

定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，６９６万７，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３６億４，４９７万４，０００円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、福祉保健部長から説明をいたします。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（吉野伸康君）  仁城福祉保健部長。 

○福祉保健部長（仁城靖雄君）  それでは、議案第９７号につきまして、歳入歳出補

正予算事項別明細書で御説明をいたします。 

 事項別明細書の７４ページ、７５ページをお願いをいたします。 

 このたびの補正予算は、保険料の還付金や令和元年度事業の精算に伴う国への返還金

などによるものでございます。 

 初めに歳入でございます。 

 ３款国庫支出金、２項国庫補助金のうち、先に５目介護保険事業費補助金は、補助金

の増額補正でございます。 

 次に、地域支援事業交付金につきまして、２目及び３目、その下、４款支払基金交付

金、その下、５款県支出金、そしてその下、７款繰入金、１項一般会計繰入金のうち、

２目及び次のページの３目におきまして、それぞれ地域支援交付金の増額補正を行って

おります。 

 ７６ページ、７７ページをお願いします。 

 この一般会計繰入金のうち、５目その他一般会計繰入金は、事務費繰入金の増額補正

を、８款１項１目繰越金は、前年度繰越金の増額補正でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 ７８ページ、７９ページをお願いをいたします。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費は、税制改正に伴います介護保険シス

テム改修業務委託料の増額補正でございます。 

 ４款１項基金積立金、１目介護給付費準備基金積立金は、積立金の増額補正を、５款

地域支援事業費、１項地域支援事業管理費、１目一般管理費は、年度途中での人事異動
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に伴います職員給与費等の増額補正を行っております。 

 次に、８０ページ、８１ページをお願いをいたします。 

 ４款包括的支援事業・任意事業費、１目包括支援事業費は、主任介護支援専門員報酬

の増額補正を、７款諸支出金、１項繰出金、１目一般会計繰出金は、令和元年度事業の

精算に伴います繰出金の増額補正を、２項償還金及び還付加算金、１目第１号被保険者

保険料還付金は、還付金の増額補正でございます。 

 ３目償還金は、令和元年度事業の精算に伴います介護給付費交付金及び地域支援事業

交付金の返還金の増額補正でございます。 

 なお、８２ページから８４ページには、給与費明細書をお示ししております。 

 説明につきましては、以上でございます。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１８  議案第９８号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１８、議案第９８号 令和２年度江田島市水道事業会

計補正予算（第３号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第９８号 令和２年度江田島市
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水道事業会計補正予算（第３号）でございます。 

 内容につきましては、企業局長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  木下企業局長。 

○企業局長（木下 隆君）  それでは、議案第９８号 令和２年度江田島市水道事業

会計補正予算（第３号）について、御説明いたします。 

 このたびの補正は、水道改良費において工法変更により工事費を抑えることが可能と

なったため減額を行うものです。 

 補正予算書１ページをごらんください。 

 第１条 令和２年度江田島市下水道事業会計の補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 

 第２条 予算第４条に定めた資本的支出の予定額を次のとおり補正するものです。 

 第２条本文の下段をごらんください。 

 第１款資本的支出の第１項建設改良費を４，５００万円減額補正を行い、資本的支出

の補正後合計額を３億２，１０７万３，０００円とするものです。 

 補正の内容につきましては、５ページの費目別内訳書をごらんください。 

 １、資本的支出の第１項建設改良費、第２目水道改良費の工事費として、三高ダムの

渇水や災害等に伴う緊急時の断水対策工事として、古戸調整池から三高浄水場の配水池

まで約１，２００メーターの送水管を敷設し、ポンプにより送水する工事を予定してい

ました。しかし、新技術等を利用した工法検討を重ね、新たな送水管を敷設することな

く、既存の配管を利用して直接送水できる工法を採用することにより、大幅にコストダ

ウンすることができましたので、工事費を４，５００万円減額するものです。 

 １ページに戻っていただきまして、第２条本文をごらんください。 

 予算第４条本文括弧書き中、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億３，

３５６万３，０００円を１億８，８５６万３，０００円に減額し、補塡財源である当年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，９９５万円を１，５８５万９，０００

円に減額及び、建設改良積立金６，９９５万７，０００円を２，９０４万８，０００円

に改め補正するものです。 

 その他実施計画は３ページに、キャッシュ・フロー計算書は４ページに記載してある

とおりです。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 酒永議員。 

○７番（酒永光志君）  １点ほど教えてください。 

 以前は、送水管を上部まで引っ張っていて、そのいわゆる工事がしなくてもよくなっ

たと。その代わりに対して、既存の送水管を利用して送水する方法なんですけれども、

それは何によって送水するのか。そういうところのちょっと説明が抜けとったんじゃな

いかと思いますので、そこらあたりの説明と、それと、これほど、４，５００万円の減
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額ということになりますと、当初の段階でそこらあたりは見つけることはできなかった

のかなという思いがありますので、この２点をお願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  木下企業局長。 

○企業局長（木下 隆君）  まず方法については、当初の計画では、おっしゃるとお

り１，２００メーターの管渠を敷設し、三高の配水池まで送って、災害時と同じような

方法でできるように設備する予定でありました。 

 しかしながら、最近、江田島市では実績がないんですが、そういう新しい、新技術の

インバーター式加圧制御ポンプっていうのがありまして、それによって配管の途中にバ

ルブを打って、それで浄水場から今来ている配管を止めて、断水になったときには県用

水をそこまで、古戸調整池まで来ますので、それを古戸調整池に入れ込んで、そこにイ

ンバーター式のポンプを設置して、従来自然圧で送っていたものをポンプにより圧力を

常時保ちながら送れるような方式に変えました。 

 もとからできなかったのかということなんですけど、当初、言い訳になるんですけど、

予算時期にそういう工法が浮かばなかったということで、よくよくポンプメーカーとか

コンサルタントから情報を聞いて、こういうことであればできるということがわかりま

したので、その方法にさせていただきました。 

 以上です。 

○議長（吉野伸康君）  酒永議員。 

○７番（酒永光志君）  そういう工法で、一定の圧でもって給水というか供給ができ

るんであれば、それにこしたことはないと思うんですよね。 

 そのポンプは１基どのぐらいするんでしょうか。 

○議長（吉野伸康君）  木下企業局長。 

○企業局長（木下 隆君）  加圧ポンプ２台と切りかえバルブ、その工事費も含めま

して１，５００万円を予定しております。 

○議長（吉野伸康君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 
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 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１９  議案第９９号 

 

○議長（吉野伸康君）  日程第１９、議案第９９号 令和２年度江田島市下水道事業

会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 明岳市長。 

○市長（明岳周作君）  ただいま上程されました議案第９９号 令和２年度江田島市

下水道事業会計補正予算（第３号）でございます。 

 内容につきましては、企業局長から説明をいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  木下企業局長。 

○企業局長（木下 隆君）  それでは、議案第９９号 令和２年度江田島市下水道事

業会計補正予算（第３号）について御説明いたします。 

 このたびの補正は、主に執行残に伴う設計業務委託料や工事請負費などの減額補正を

するものです。 

 補正予算書１ページをごらんください。 

 第１条 令和２年度江田島市下水道事業会計の補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 

 第２条 予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するもの

です。 

 第２条の本文下段をごらんください。 

 まず収入について、第１款資本的収入の第２項出資金を７５１万円減額、第３項国庫

補助金を１０万円減額、第４項県補助金を７９万５，０００円減額、第５項負担金を１，

５００万円減額補正を行いまして、第１款資本的収入の補正後合計額を３億８，４８１

万４，０００円とするものです。 

 支出については、第１款資本的支出の第１項建設改良費を１，１５９万５，０００円

減額補正を行い、資本的支出の補正後合計額を７億６，４４２万４，０００円とするも

のです。 

 補正の内容につきましては、６ページの費目別内訳書をごらんください。 

 （１）資本的収入及び支出の部の、まず下表の支出についてでございます。 

 資本的支出の第１項建設改良費、第１目管渠整備費について、中田処理区管渠更新設

計委託料や深江中継ポンプ場ナンバー２主ポンプなどの更新工事費の執行残を合わせて

７５９万５，０００円減額。 

 第２目処理場整備費について、中央浄化センターの最終沈殿設備におけるスクリーン

ユニットの機器取りかえを予定していましたが、部品交換による修繕対応が可能であっ
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たことから、工事請負費を４００万円減額しまして、合わせて建設改良費を１，１５９

万５，０００円減額補正するものです。 

 次に、上表の収入については、建設改良費の減額分に伴い、資本的収入の第２項出資

金、第１目第１節建設改良出資金を７５１万円減額。第３項国庫補助金、第１目第２節

農山漁村地域整備交付金を１０万円減額。第４項県補助金、第１目第１節県補助金を７

９万５，０００円減額。第５項負担金、第１目第１節一般会計負担金を１，５００万円

減額しまして、合わせて資本的収入額を２，３４０万５，０００円減額補正するもので

す。 

 １ページに戻っていただきまして、第２条本文をごらんください。 

 予算第４条本文括弧書き中、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３億６，

７８０万円を３億７，９６１万円に改め、補塡財源である当年度分消費税及び地方消費

税資本的収支調整額３，３４３万４，０００円を３，２３７万９，０００円に改め、当

年度分損益勘定留保資金３億２，４８８万３，０００円を３億３，７７４万８，０００

円に改め補正するものです。 

 次に、第３条について、このページから裏面の２ページをごらんください。 

 第３条 予算第５条に定めた債務負担行為を行うことができる事項、期間及び限度額

について、次のとおり追加するものです。 

 これは、中央及び切串浄化センター等の維持管理業務や汚泥脱水業務、薬品購入費な

どについて、年間を通して切れ目なく契約を行うため、年度末に翌年度の契約を締結す

ることを目的としたものです。 

 その他実施計画は３ページに、キャッシュ・フロー計算書は４ページに、債務負担行

為に関する調書は５ページに記載してあるとおりです。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉野伸康君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託を省略したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会付託を省略いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 
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 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

散 会 

 

○議長（吉野伸康君）  以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 なお、あす１２月１６日から１２月２２日までの７日間は休会とし、２日目は、１２

月２３日に開会いたしますので、午前１０時に御参集願います。 

 本日は、御苦労さまでした。 

                            （散会 １４時０４分） 

 

 

 


